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【内容要旨】（１，２００字以内） 
【背景・目的】眼球壁の構成組織である脈絡膜は多彩な機能を持ち、かつ血流

が豊富な組織である。多数の疾患で脈絡膜厚が変動を呈することが知られてお

り、光干渉断層計(Optical Coherence Tomography : OCT)の発達により脈絡膜

の構造解析がより詳細に可能となってきている。しかし成人日本人の脈絡膜厚

の層別の正常値や関連する因子は十分に検討されていない。本研究は

population based study で成人日本人における脈絡膜厚の層別の正常値の推定

と関連する因子を検討することを目的とした。 

【対象】山形県舟形町の 35 歳以上の住民を対象とした山形県コホート研究(舟

形町研究)の 2015年度のデータを使用した。2015年度検診の受診者 1287人中、

データ検討が可能であった 340人 340眼(全て右眼)を対象とした。 

【方法】Swept-source (SS)-OCT (DRI OCT Triton®、TOPCON 社) の内蔵プ

ログラムであるEarly Treatment Diabetic Retinopathy Studyグリッドを用い

て、黄斑部中心窩の脈絡膜全層厚を自動測定した。また黄斑部中心窩を含んだ

OCT画像を用いて脈絡膜全層厚を手動測定した。手動測定の精度が不明であっ

たため、脈絡膜全層厚の自動測定結果と手動測定結果で Spearmanの相関検定

を行い両者の相関性を評価した。手動測定の精度を評価した後、脈絡膜大血管

層厚、脈絡膜中小血管層＋脈絡毛細血管板層厚を手動測定した。統計解析には

PASW Station 19 (SPSS 19.0、SPSS Inc.、シカゴ、アメリカ)を使用した。正

規性判定のために Kolmogorov-Smirnov検定を施行した。脈絡膜厚に独立して

関連する因子を調べるため、手動測定した脈絡膜各層と各検討因子で単回帰分

析を施行し P < 0.05となった因子でさらに重回帰分析を施行した。 

【結果】自動測定した脈絡膜全層厚は平均 204 μm、手動測定した脈絡膜全層

厚は平均 220 μmで有意に相関が見られた(Spearmanの相関検定)。自動測定

と手動測定は同等の精度であり、手動測定の値は統計学的検討に用いることが

十分可能と考えられた。手動測定した脈絡膜全層厚のうち、大血管層厚は 78％、

中小血管層＋脈絡毛細血管板層厚は 22％であった。重回帰分析の結果、手動測

定した脈絡膜全層厚は眼軸長、中性脂肪、拡張期血圧と有意な関連を認めた。

また、脈絡膜大血管層は眼軸長、中性脂肪、拡張期血圧と有意な関連を認め、

中小血管＋脈絡毛細血管板層厚は眼軸長、中性脂肪と有意な関連を認めた。 

【結論】SS-OCTを用いた population based studyで成人日本人の脈絡膜厚の

層別の正常値を推定し、関連する因子を初めて示した。推定された層別の正常

値は疾患の診断やその活動性、治療効果の判定、再発の可能性などについて重

要な情報となると考えられた。 
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